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Ba6illus　Polym夕xa 　1 變株 の 生成す る
．
　Bac七erial

polysaccharideの 研究 　（第 2 報） 菌　學　的　研 究

三 　崎　　旭 ・ 堀 　　一 　郎 。松 　　出　　宏　（大 阪 大 學工 學部醸酵工 學敏室）

1．緒 言

　萠報
1） で は 著普等が湧水より分離した細菌 の 1株 S − 33が 振盪培養 に よ り乳塘 よ り特異的に b ユcterial 　poly・

saccharide を 生成 す る 箏實 を認 め そ の 培 養條件 に つ い て 考 察 した．最近 RUTTER 　and 　HANsON2 ） （1953） も

Lactobacillus　bulgaricus の 1 株が乳糖 培 地 中 で 生育す る時 その Celluhr 　polysaccharide が リボ ーズ ， ア ラ ビ

ノ ーズ，葡 萄糖及 び ガ ラ ク ト ース よ b構成 され る事 を報告 し て い るが 齔等 の 事賢は 乳糖 の 直接代謝 と關聯 して 興

昧 ある問題 で あろ 5．一
般 に 乳脳は 好氣的 に 細菌 に 依 り利用 され難 い 炭水化物 で あ り從 つ て 此 の 方面 の 研 究も少

い が MEYER ，　E．　M ．3） （1918），　 PoRTER 　 et 　 a ！
’i） （1937），

　NoRToN 　 et 　 ali
：） （工924）， 及び GREERO （192S）は 有

胞 子細菌 た る AeroUcl11us．　polymyxta ・niacerans が乳糖 よ り酸 及 び ガ ス を 生成す る 事 を報告 し最近 VAuGHN

et 　a17 ）（1952）は こ れ らの 菌が 果 汁曜 詰 を Spoi1 し て 往 々 ゴ ム 性物質 を生 産す る事 を報
．
告し て い る．從 つ て …著者

等 の 分離 した polysaccharide 生成菌 S −33 が如何な る性 質を 有
’
す る か は該菌 の 分離學的位置に 鹽聯 して 興昧あ

る事なの で 本 眼で は菌學的待性 を考察 し て Bergey’s　 maRu ヨエof 　determLnative 　bacteriology（1948）及 び 既往

の 報告 と比 較 し た 結果 を述 べ る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1．形 態 的 特 性

　 グ ラ ム 陽性菌 で 主 と し て 坦
一一一に 存在す るが 瞹 々 双朕或 は 三 ケ 遖結す る．生長細胞は隨圓稈駄を な し大 き さは0．3

〜0 ．7μ x1 ．5−・”2 ．6μ．周生 鞭 毛 に 依 る邇 動 性を示 す．老細胞で は細胞 の 申央郭に 胞 アが 認 め られ そ の 大 きさは 約

0．1μ一〇．4μで あ る．獪 FRIEALANDER 民法 に依る染色で は Capsule の 存在 は 明か で なか つ た ．
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（192） （三 崎 ，瑠，松山）Bacit2us．ρo妙尠 κ81 變株 の 生 成す る Bacteriai　polysacつharideの 研究 （築2報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E．熔 墾 的 特 性

　1） 魚 エ キ ス
，

ペ フ

」
トy 寒天培地 （鰹 エ キ ス 1．0％ ，

ベ プ ト ン 1．0％，食鹽0．5％ ， pH 　7．O） で ょ く生育 し環落

は爽白色の 不正圓形 で 隆起 し濕潤性 の 光澤 を有す．

　2） 肉汁 ペ プ ト ン 培養 ： 30C に て よ く生 育し表面に 濕潤性 の 薄い 被膜を形成す る と共 に底部 に 綿状 の 洗渣 を生

成す．葡翻 唐3こは 乳糖 を含む培地 で は ガ ス の 發生 が 顋著 で あ る ．

　3） Agarslant　： よく生育 し軈 て SIant全面を蔽 う醸 に なる，鱈葡萄糖を含 む場 合 生育速鹿は 加速 され る．

　4） 無機合 成培 地 （（NH4 ）2SO41 ．0％，　K2HPO40 ．1％，　Mg （SO4 ）20 ．e5％ ，　pH 　7．0）： 發 育認 め ず．

　5）　ゼ ラ チ ン 穿刺培 養 ： 培養 4H 目 よ り部分的液化 を示 し漸次溶膠範園儂大す．

　6） 牛乳培地 ： 30℃ ， 5 日培養 で ペ プ b ン 化は認 め られ る も凝固性 は認 め られず．

　7） 肉汁寒 天 穿刺培養 ； 專 ら表面 に 發育す るが穿刺溝部に て もわずか に 發 育が認 め られ 偏 性 好氣 性 な る こ と を

示 す ， 長時間 の 培養 に 依 リガ ス を發生 す．

　8） 遠蔭氏培地
3）

： フ ク シ ン 赤乳糖寒天培地に 培養す る と最初 の 3，4 日は 聚落 の 發 生 が認 め られない が 以 ｛箋粘

稠 性 の 滴状 に 隆起 し た 圓形 の 聚落が 發 生 し周 邊 の 培 地 を 赤變 す．

　9） 乳 糖 寒天培地 ： 上 の 遠藤氏 培 地 に 發育し た菌を乳糖 1．0％ ，
ペ プ ト ン 1．O％ ， 肉 エ キ ス 1．0％，食鹽0．5％，

ア ス パ ラ ギ ン 酸 ソーダ0．05％ （pH 　7 ．0） の 培地で扁李培養す る と24時間 で 滴状隆起 せ る園形 の 聚落を 發 生 す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Iv．生 理 的 特 性

　1） 發育温度 ； pH 　7 ．0の 肉汁 ペ プ トン 培地 に 接種 し 夫 々 25℃ ， 3〔｝
DC

， 35℃ ，48℃ の 各濃度 で 培養 し混濁駄態

よ り發育を觀察 し た結果 は Table　 Iの 如 くな る．こ カ よ り發育最適濫度 は30℃ −v35 ℃ 附近 と思わ れ48℃ に て は

發育認 め られず．

　 2） 發育 pH ： pH を夫 々 t　 3 ．0，4 ．2 ，5 ．O ，
5 ．6

，
7 ．O，7．6

及 び8．8に 調整 し た （何れ も殺菌後 の pH ）肉汁 ペ プ ト ン 培地

で 30℃ に て 培養す る と 48時 間錢 pH 　3．0及 び8 ．8で は 發育が認

め られず pH 　4．2 で わずか に 發育し pH 　5．0− 7．6 の 間で は 何

オi も艮 く繁殖す る．而して 最適 pH は 中性夊 は微 ア ル カ リ性

に あ る こ とが分 つ た．

　3） 硝駿鹽の 還元 ： KH2PO41 ．2g，　MgSO4 。7H201 ．2g，

NH4NO40 ．9g， 葡萄踏 15．Og， 蒸溜水600ml，
　 pH 　7．0の 培地

で 30℃ ，3 日培養後沃度澱粉生 成 法 及 び Griess 氏反隱 に 依

る 亞硝酸 の 臉出は陰性 で あ つ た ．

　4） 硫化水素 の 生成： 肉汁ベ プ ト ン 培地に て．30℃ p

た．

　 5）　 イ ン ド　・一ル の 生 成 ： 肉汁 ペ プ トン 培地 に て 30℃ ，

つ た，

　 6）

Table 　L　Temperature 　 Relation　 of

　　　　　Isっ1ated　Bacteria　No．33

命製 21・ 48− ・− 7296

（十 Shows 　 degrees　 of 　growth ）

2 日培養鵡 唆踏法 に よ る硫化水素 の 譲出は陰性 で あつ

3 日 間培養 後蓚 竣 法 に よ る イン ド卩ル の 檢 出は 陽 性 で あ

　　　Acetyl 　methyl 　Carbinol の 生 成 ： ペ フ
」

ト ン O ．5％ ， 葡萄糖0 。5％ ，　 KHaPO40 ．5％ ，　pH 　7．0の培 地 に30℃ ，

5 目培 養 し Voges ・Prekaner 反 憑 に 依 り Acety ！ Methyl 　 carbino1 の 生 成 を確 詔 した．

　7） エタ ノ ール より醗酸 の生成 ： 3．0％及 び 5．0％ の エ タ ノ ・・ル を含む肉汁 ペ プ トン 培地 で30℃ ， 5N 培養し第

ご 鹽化鐵反應 に ょ わ酷酸 の 生成を認 め た ．

　8） 枸櫞酸 の 利 用 ： ク エ ン 酸 ソーダ 2．77g，　 NaCl 　5．Og，　MgSO4 ・7H200 ．2g，（NH4 ）2HPO41 ．Og，　K2HPO4

1．Og，寒 天 20g
， 蒸溜水100G　．nl よ り成 る培地 に30℃

， 2 日 培養 し た が 拘櫞駿の 利用 は認 め られ なか つ た．

　9） Catalaseの 存在 ： 肉汁 ペ フ
゜
ト ン 培地 に て 30℃ ， 5日培養隻渦 酸 f匕水素 フkを混和 す る こ と に よ り酸素 ガ ス の

發生 を確認 した ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y ．炭 水 化物 に 對する作 用

　（1） 生　　酸　　性

　炭素源と して 夫 々 葡萄糖 、 ガ ラ ク ト
ース

， 乳糖 2．0 ％を含む寒天培地に炭酸 カ ル シ ウ ム を 添加 して 扁
ZF

培養す

る と透明 且 粘穂 の 聚落の 周 邊 に 溶解 カ ル シ ウ ム を 生 成す る．葡萄樋 で は24時 間乃 至 48時 間饅に 認 め られ るが ガ ラ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

亡三崎，掘，松 山） Baciitus　Potyntyxa　1pt’tmの 生成す る Baeteriai　potブSaccharide の研 究 （第2報）（193）

イ ト ＿ス 及び乳糖 で は 4 〜5 日を翼 し た．

　叉葡萄糖，ガ ラ ク h 一ス t ソ ル ビ ッ ト， ラ ム ノ ース 各 3〜5％を炭素源 とし酵母 エ キ ス 2．0％ ， KH2PO40 ．5％，

MgSO4 ・7H200 ．03％ を含 む培地 （pH 　7．0）で 液體培養す る と上 詑撰水化物の 全 て に つ い て 1 ’v 　3 日後に プ ロ ス

の pH は 3．6 （ソ ル ビ ツ トで は 4．2） とな り醗 響は 停止する，猛醸酵中は ガ ス の 發生が狂 ん で あつ た が ソル ビ ッ ト

醸肇液 は Fehling 液を還元 し なか つ た の で ゾ ル th
’
　一一ス は 生成して い ない と思われる．

　次 に各，乳糠 ， 葡萄糖 ，
ガ ラ ク ト ース を含む上 記組成の 培 地100m1 に 1．5g の 沈降性炭酸 カ ル シ ウ A を添加 し て

30℃ ， 6 日振盪培養した 後蓮 心分離 し て 糖 の 淌費及 び溶存 カ ル シ ウ ム を測定 した結果 は Table　2 に 示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 摘乳塘醸 輹液 の み が顧著なる粘性 を示 し 葡萄穂 ，

　 Table 　II．　 Fermentation 　 of 　Sugars 　by　Isolated
　　　　　　 strain （after 　6　dayS）　　　　　　　　　　 ガ ラ ク ト 冖ス で は 粘液 とならなか つ た。

Substrate
m 藍tialSugarmg

！n1 ヨ

GlucoseGalactose

Lacto8e

35．246

．545

．2

丘ロal　Sugar
　 mg ！m10

．0

ユ1．615
．2

dissolved
Ca　 mg ！ml

1
，
2352

，5531

，
925

　叉，薦階 よ りの 生酸性 も認め られ るが Dextran

様粘質物は 生産 されなか つ た ．

　｛2〕 酸 　　化　　性

　Warburg 檢壓計に よ り糖 に對 ナる酸 1匕性を觀

察 し た結果 ほ Fig　1 の 如 くな る．菌蘊は 無謄肉 ’t

キ ス
，

ペ プ ト ン 培地で 24時聞 ，
28℃ に て 培養後選

心 分離に よ り集 め 更に 3 回 水洗 した 後 N ！5phosphate 　Duffer （pH 　6．8）に懸濁 させ て用い た ．基質 と し て 各 駈 o

mo1 濃度 の 葡萄糖，乳糖 ，グ ル コ ン 酸 カ ル シ ウ ムO．5：m1 を用い た．反應 は30℃ に て 行い 生成した 炭酸 ガ ス は 苛性

ヵ リ溶液 に て 吸牧 させ た．こ の 結果 よ り各基 質 に 勁す る 酸 化能 （Qo2） は 次 の 如 き償 と な る．

　　　Qo2 （glucose ）： 54．5，　Q ⊃2 （glactose ）；35．6，　 Q ：2 （lactose）；21．O　Qo2 （Ca・gluconate ）；26．5．

　夊 V40　mo1 の 葡萄穂，ガ ラ ク ト ・一ス
， 及び 乳wao．2 ．n1 （5μml ！cup ）を用い て 酸 1匕を行つ た が反隱 の 終 點 を觀察

す る事 に は 成功 せ ず結局本菌 に 依 る酸 化は グ ル コ ン 酸 ， ラ ク トet ン 酸 の 如 き第 一
弐的酸代生産物 を經る事な く

酸代が 行われ る か 又 は これ ら の 中間 物 を經 て もそれ よ り更 に 酸   が進む もの と考えられる．弐 に乳糖 の 酸 fbと並

行 して 發生 ゐ る炭酸 ガ ス を direct　methQd
“） に 依り測定す る と Fig　2 の 如 き結果を碍る．之 より本菌 に 依 る乳

ぎ
ぎ
ま・

蕊

己
　

　 　 0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t‘虚 e＿ウ　 ‘嘛 ，

　 Fig 　1．　Oxidati3n 　 of 　CarbQhydrate8　by
　　　　　 iso置ated 　S・33 　Strain （at 　30℃ ）

　 Substrate ； each 　 O．5　 ml 　 of　 M110 　 Con・
centratien 　of 　giucose ，　galoct〔》se

，　Ca・9 且u・

co ロ ate 　 and 　 lactote　 was 　 used

　 Ce口 ； 0．5m ！of 　 ce1 且suspension 　is　poured
三nto 　1．Oml 　 of 　 phosphate 　buffer （pH 　6．8）
　Each　curve 　indicates　the 　oxygen 　up 　take

（μDper 　mg 　of じel星 （dry 　weight ），　 and 　en ・

dogenous　respiration 　is　 sub ∋tractcd ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鵯鵬 ＿＿一◎

Fig　2．　 Carbo 口 diDxide　Liberation 　 accomponied 　 with

　　　　Lactose 　oxldation 　I）y　S・33　 strain （at 　30℃ ）

糖 の 代謝は 胆純な る酸化 で は な く よ り複雜なる過程 を通 る

もの と思 わ れ る．倚 こ の 反 wait　SOdium 　fiuorideに よ りわ

ずか に ， 又 　monojod 　acetic 　acid 　｝： よ り完全 に 阻害された．

　 〔3） Cellulaseの 存在 ： NaNO30 ．5g，　K2HPO4 　LO2 ，

MgSO4 ・7H200 ．5g，　KCI　OSg ，　FeSO ．s　O．01g ， 蒸溜水1000 ．

ml よ b な る培黽に 嵐質の 濾紙片 （1酬2g）を加え 7 日培養
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（194）（三 嫌 堀，榔 1） B・・iUus．　Palymptxa　lpmzaの生 鰯 る B ・ct ・・i・1　pely ・・ cch ・・ld・ の 研究 傑 2耡

し培養液に つ い て ンehling 液邏元の 有無 を檢した が陰
1

陛で あ つ た の で Cellulase の 存在 は 認 め られない ，

　（4｝ Lactase の 存在 ： 乳糖 約 5 ％ を 含 む イース ト ・ヱ キ ス ， 無機鹽添加 の 培地に 少量の 淡酸 カ ル シ ウ ム を 加え

30℃ で培養す る と きは 粘性物質 を生産し Bafored 反應は 陰性 で あ り La ：tase の 存在は 認 め られない ．而 し或 る

條件 （例 えば炭酸 カ ル シ ウ ム を加えず培養液の pH の 著し く低下す る場 合，或 は燐酸 を 過剰に添加 せ る場 食 等）

で は醸酵 中 に 單 糖 へ の 分 解も觀察 され た の で こ れ に つ い て は 更に 臉討 した い ．

　（5） Amylase の 存在： 可 溶性 澱粉 2，0％ を含 む寒夫培地 に 扁午 培養 3 日 後 そ の 聚落 の 周邊 に Clkar　zone を認

め 更に こ れ は ヨ
ード液 に 依 り呈色 した の で Amylase の 存在 を確 謐 した ，而 し結晶性 dextrinの 生成 は認 め られ

なか つ た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 U ．S 帽5S號菌 の 類 縁 關係

　以 上 述 べ た菌學的性質よ り33號薗 は グ ラ ム 陽性 で 周生鞭毛 を有す る小 型 の 短程菌で あ り Oatalase の 存在が詔

め られ Bergey （1948） の 分類に 從 え ｝ま Bacillus　genus に 暦す る．更 に胞 予を形成する點及 び 乳糖 を初 め ガ ヲ

ク b ・一ス
， 葡 萄糖，澱粉等の 炭水化物 に 作用する事 よ り Bacitlus．　Pelymyxa（Pramoski）或 は Bacillus．　ma ・

cerans （Schaudinger ） と類 縁關係 に あ る もの と認 め ら れ る．爾 者 の 差異 と し て は Voges −Prokuer 反應 ， ラ ム

ノ ーゼ 及 び ソ ル ビ ツ ト に 封する作用 （Porter　et　al　1937）戞）
， 及び最適生育淵度等が爆げられ る が Vaughan 　 et

al （1952）7） に 依れ ば B．　Polymコxa の 或 る株は ラ ム ノ ーぜ 及 び ソ ル ビ ツ トよ り酸及 び ガ ス を生成す る事實が あ る．

以 上 の 性質 の 外 Gelatinの 液化 性，結 晶 デ キ ス ト リ ン を生 成 し な い 點 等 よ り33號菌は 寧 ろ BaciUus 　 Polymyxa

系統 と到斷 され る．Bergey 記載の Bacill“s　palymyxa と該菌の 主 な る特微を比較す る と Table 　UI の 如 くな

Table 　III．　 Comparation　of　the 　Characteristics　 betwee皿 β碕 ’lus．　pe劬 妙 詔

　　　　　 and 　Isolated　 strain （S33 ）

Characteristics

Ce1lsMobility

Gram −strain

Spores

Bacilus　 polymyxa （described 　Bergey）

rods ；0．6〜1．0μ x2 ．5−v6 ．6μ single 　or 　short

chainsmotile

　 with 　peritrichous　fiagella

S−33　 strain

rods ；0．3−−0．7μ × 1．5−v2 ．5μ．　single 　or 　short
chains

1・ ・・… w ・・… r ・・… h・ u ・・fl・g・11・

｛variab ：e

tell三pso 豆da1；central 　to　 subtermina 亅

gelatin 　 stab

Agar 　 calonies

Agar 　 slant

slOW 　1置quefact 三〇 n

1　　　ロ　　　ロ
　 POSItlve

round ；ce ロtral

1・r・ W ・！ique・ac … n

thin
，
　iロ conspi

’
）us ，　 spreadi 皿g　over 　entire

plate，　round 　forms 　 a 皿d　 whitish 　 cobr

on 　glucose 　agar ，　the 　growth 　is　 much 　aeha
・

vier ，　 rased 　 and 　gummy

thiエユ
，　inconspicuous ，　spreading 　over 　entire

P！ate ，　round 　or　ir；egu 甚ar 　forrns　and 　brownish
white

，
　 adhesive 。0 皿 Endo，s　 medium

，
the 　 co ’

1迦 鐘 …期eredi ・h・ ras 鑓 and 　gummy
on 　boui1！on 　g翼ucDee 　agar ，　 raised 　 and 　gummy ，
but　on 　Iactose皿 edium ，　 solnetimes 　produced
greenish 　 yρlbw 　pigment

BrothMilk 腿 墨，壷鐡 弩鎧 鍵 搬 i踏凹 蜜盤 趨曜靆 蠶 題 黜 瞠 乳Q

l… … g・ 1・・… … … a ・1・ … m ・d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「m … ag ・h ・・d，　b・ ・ pe … n ・zed

§艦 茎
’°n °fl

・… t… 　 　 　 　 　 　 1 ・・ S … ve

・… ・・・… 制 ・ ・1 ・・s … ve 　 　 　 　 　 i・・ s ・・…

磊貔91isls°f
　 l・・ ・・… er ・ ・y ・跏 ・ d ・ x ・・・… e … f・ rm ・di・… 醜 ・・y… 1h・ ・ d・ x … … ・ … f・ rm ・ d

Citrate　 ut 苴lization　 negative negative

Voges −PTokauer
reacti7n positive positive

Utilization　 of

carbohydrates

Opt ．　temp ．

acid 　 and 　 gas　from 　glucose ，
　 gaiactose，

　fru・
ctose

，
　arabinose 　malt3se ，

　sucrose ，
　Iac亡（＞se ，

｝ra 躡 n ・ se ・t・．　 　 ＿　

i・b・ u ・ 30℃ ，
　 n ・ 9・・ wth ・ ・ 42°C ・・ 45　C

acid 　 and 　gas　from 　 gluc〔｝se ，
　 galactose ，　 sucro 、

se ，　lact・ se ，　S ・ rbose
，
　 rhamnose ．　gum 　 or 　 poly

−一
腟 ac 塾堕垂哩e 　is　formed 　speciflcally 　frGm 　lactos6

1・b… 3・− 35
°
c ・・ N ・ 9・・ w ・h ・・ 4・

’c ・
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る．そ の 租異點 とし て は・（1）生長細胞が相當小 型 で 短稈 に迯 くt   生育 pH 範【嚠 よ Bergey 記載 の B ．　PDIymyxa

の 場合5．2〜6．8が 適當 で あ る が 33號菌は 中性乃 至 微 ア ル カ リ性 培 地 を 好む醸 で pH8 ．6に て もわ ずか に 生 育が認 め

られ る．〔3）B、Pel）厂mJxa は通常炭水化物 よ リゴ ム 物質を 生 成 す る と云 われ VAUGHN 　et 　a ヱ7） （1952） に 依れば

果汁等を腐敗 し て ゴ ム 物質 を生 成 す る こ とがあ る と報告 され て い るが33號菌は 乳糖 の み よ り特異的に 相當高分 r一

の ゴ ム 物質（polysacoharide ）を生産す るが 他 の 糖 よ りの 生 颪性は 認 め ら れ な い ．獪本菌 は抗 生 物 質 （polymyxin ）

を生産する B ．Polymyxa の 株10）とは 形態 的 に 多少の 差異が あ る．以上 の 特微 を檢討 し て 著者等は該菌を Bacil・

t％ sPelymyxa の 1 變異株 と 考 え B ．ρo砂翅 雛 〃 var ．　iactoviscosus と 命名した ．

　終 b に 臨 み 御 指導を項 い た 恩師寺本 歡 授 に 深謝 致 し ます．獪 本 研 究 の
一一

部 は 丈部省科學研 究 費 に 仰 い だ （本 研

究 の一部 は 昭 和 28年 4 月 日本農藝化學 大曾に で 發 表濟）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丈 　　 　 　　 献

1）三 崎 ， 堀 ： 本誌、（未刊）（1954）．　　 2） RuTTER 　W ．　 J．　 and 　HANsEN 　R ．　G ．： J．　BioL　Chern．202， 311

（1953）．　　 3） MEYER 　E ．　M ．： J．：Bact．5，9 （1918）．　　 4） PoRTER ，　P．　et 　al ： Ibid．5i，163 （1937）．
5） NoRToN ，　et　al ：Am ．　J，　Pub ，　Health 　14，1019（1924）．　 6）GREER ，： J・Inf．　Disease　42， 501 （1928）．
7） VAUGHN ，

　R．　H ．　et 　al ： Food．　Research 　17
， 560 （1952 ）、　 　 8） 宮地 ： 應用黴菌 學 ， （實施篇 ），　 P．161

（昭 和 24年 ）．　 9） UMBRtS ！T 　W ．W ．　et 　 a ！： Manometric 　Techniques 　 and 　Tlssue 　 metaholism 　 p．エ7 （195Z）．
10） 阿 倍，有 馬 等 ： J．antibiotics 　4

，
16 （1951）．　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 和 29，8，13受 理 ）

　 訂 正 　前號 150頁 Tab ！e　IYに 於け る最
一
ド行 の 左 よ り 2 番 目 の 値0 ．055 は 0 ．0055 の 誤 り に つ き言］正 致 し ま す．

微生物の 生産す る 抗 菌性物質 （第5報 ）放 線菌 の 生 産 す る抗 徽物 質 供 の 1）

』
田 口 久 治　 （大 阪大 學工 學部醗酵工 學歡室）

緒 論

　從來放線菌の 生薤す る抗菌性物質に 關 し て は 其 の野象 とす るとこ ろが 所讃病原細菌に 限られ て 居た が晨近農藥 ，

食 品 防腐 を も含 め た 目的 を もつ て 米國 に 於 て 放 線菌 の 生 産す る抗黴物質の 研究が行われ，Antimycini ），　Fung ：・

cidin2 ），　Fradicin3），　Actidion4）等が單離 された．本邦 に於 て も招磯
5）が Mycelin

，fM谷 ff，7） が Rotaventin
， 梅澤§≧

等が Moldin，　Phaeofucin ，李 9）が Microcin， 若木
lo−leP　agh：　Chromin ，

　Cacaomycetin を 夫 々 單離 し て い る．

篷者 も放 線菌 の 中に は 各種細菌及 び黴に 對 して 有効な株が特異的 に 廣 く分布す る事よ り推 し て 食 品類の 防懲，人

類及 び 動植物病原糸状菌 の 發育繁殖 の 抑制 に 使用し得る抗黴物質を得る 目的で，本研究を闘始 した ．相磯
13）は抗

黴性を有す る放線菌は比較的抗細菌力が 弱い 事 を述ぺ て い るが ，　Grisein 生産菌の 菌驢か ら Act 三dionが ， 又

Reticulin ・
生産菌 の 菌體 か ら Rotaventin な る抗黴物質が單離され た 事に 鑑 み ， 筆者 ガ汾離 し tc抗細菌性 を有す

る放 線菌 の 保存菌株を第
一

次撰擇 の 對象 と し て 抗黴力を有す る菌株を撰擇 した ．之等 の 中 195號菌 は 濾液及 び 菌

體 の 繭 者か ら夫 k 抽出可能な抗黴物質 を生産 し ， 現在迄 の 研究 で は新抗鰍物質 と考 えられ るの で 此處に 其 の 菌學

的性 状，生産條 件 ， 抽 出方 法 ， 理 化學的性 質更に 濾液及 び菌鐙か ら得た 抗黴物質 の 異同 に 就 い て 剿明せ る結果を

報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 抗徹性放 線 苗 の 撰擇

　保存菌株 の 中 グ ラ ム 陽性及 び グ ラ ム 陰性菌に 有効な菌株30隊並 び に グ ラ ム 陽性菌 に の み 有効な菌株97株 に 就 い

て そ の 抗黴性 を 臉 した 。第
一次撰擇 と して 抗 黴 性有無 の 検査 は C2apeK 寒 天 培 地 上 に 放線菌 を 接種 し27℃ に 培養

後 4 日 目 に豫め 調 整 せ る Penicillium　chrysogenum 及び AsPePtgilius　niger の 胞 子懸濁液を噴霧 し24時聞貿 ℃

に 培養し其 の 發育阻止距離を測定 した ．此 の 結果 グ ラ ム 陰陽兩菌 に 有効な菌株か ら 6 株 ， グ ラ ム 陽性菌に 有効な

菌株か ら 2 株 ， 計 8 株 の 抗黴力 を 有す る菌株 を得た ．之等 8 株 の 放線菌 に 就き BROCK ＆ WICK 改變培地 A ，

i殿粉 1 ％，ペ プ ト ン 0．5％ ， NaCl 　O．2％ ，　KoHPO40 ．2％，　FESO4 ・7HsO 　O，001％ の 培 地 B
， 葡萄糖 添 加 ブ イ ヨ ン

培地 C の 三 種類 を 使用し 振盪培 養 で 4 日聞培養 し Aspergillus 　niger を鈎象菌 とし て Czapek 液體 培 地 （pH6 ．8）

を使 用し て 稀 釋 法 に よつ て 抗鰍力 の 生 産 を 檢討 した ．此 の 第 二 亥撰 擇 の 結果 は 第 1表 に 掲示 す る．
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